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研究室の目標

都市工学の基礎理論を築き，空間的意思決定のための理論を構築します．

また，現象の解明・理想の追求を通じて，現状改善と政策立案に資する研究を行います．

都市空間構造

低環境負荷型都市
適正職住バランス
コンパクト都市空間
公共交通指向型交通
超長期密度計画
都市構造の国際比較

リスク解析

災害・事故時の避難
救急・医療サービス
犯罪・安全システム
社会インフラ維持管理
都市成長管理
計画・事業の不確実性

ネットワーク解析

移動距離・時間分布
流動量分布
拠点中継施設配置
最適交通網設計
ネットワーク整備水準
階層的輸送システム

立地モデル

立地理論
最適施設配置モデル
離散／連続型モデル
Voronoi
複合・連携施設配置
施設統廃合問題

複雑系

Cellular Automata
Multi-Agent System
都市空間成長モデル
適正土地利用分布
人口移動モデル
空間的最適化技術
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メッセージ
最近は新しい分野の開拓にも取り組んでいます．何かアイディアをお持ちの方は遠慮なくご相談ください．

研究事例


